
 

 

 

 

令和４年建設委員会説明資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年５月１３日 

 

都市政策課 

 

 

 

 



 

 

目 次 
 

【報告事項】 

（都市政策課） 

海老川上流地区のまちづくりについて ・・・・・・・・・・・・・・  ３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3 

 

都市計画部 都市政策課 

説明資料 

海老川上流地区のまちづくりについて【報告】 

 

令和４年１月１８日に開催された第１９５回千葉県都市計画審議会にて「土

地区画整理事業による海老川流域の治水への影響に関する検討を続け、住民に

対しご理解いただけるよう丁寧に説明を重ねること。」とする附帯意見がござい

ました。 

市としては、これを重く受け止め、シミュレーションを委託いたしました。そ

の検証の経緯や解析条件等についてご報告いたします。 

 

 

 

 

 

 



目次

1. 検証経緯
2. 洪水浸水想定とは
3. 検証の解析条件

１．検証経緯

 海老川上流地区を市街化区域に編入することに
ついて附帯意見を付して可決
（令和４年１月１８日県都市計画審議会）

 附帯意見
「土地区画整理事業による海老川流域の治水への
影響に関する検討を続け、住民に対しご理解いた
だけるよう、丁寧に説明を重ねること」

水防法に基づき指定されている海老川水系の洪水浸
水想定区域に対して今回の土地区画整理事業がどの
ような影響を与えるのかについて検討
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２．洪水浸水想定区域とは

水防法に基づき、千葉県都道府県が管理して
いる河川で洪水により相当な損害を生じるお
それがあるものとして指定した河川

洪水時の円滑かつ迅速な避難を確保
水災による被害の軽減を図る

２．洪水浸水想定区域とは
～想定最大規模の降雨～

想定し得る最大規模の降雨（年超過確率
1/1,000の降雨量を上回る降雨）に基づく浸
水シミュレーションを実施。

国土交通省 水管理・国土保全局 河川環境課水防企画室
「洪水浸水想定区域図作成マニュアル（第４版）Ｈ２７．７」を参考

洪水時の円滑かつ迅速な避難を確保
水災による被害の軽減を図る
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２．洪水浸水想定区域とは
～想定最大規模の降雨～

作成主体 千葉県
作成年月日 令和元年12月23日作成

２．洪水浸水想定区域とは
～計画規模の降雨～

企業等が洪水によるリスクを適切に把握
発生確率に応じた適切な対応の検討を支援

中高頻度の降雨規模（年超過確率1/50）に
基づく浸水シミュレーションを実施。

国土交通省 水管理・国土保全局 河川環境課水防企画室
「洪水浸水想定区域図作成マニュアル（第４版）Ｈ２７．７」を参考
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２．洪水浸水想定区域とは
～計画規模の降雨～

作成主体 千葉県
作成年月日 令和元年12月23日作成

３．検証の解析条件
～対象河川～

飯山満川

海老川

長津川
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３．検証の解析条件
～降雨規模～

想定し得る最大規模
海老川流域の９時間総雨量５１６ｍｍ

計画規模
海老川流域の９時間総雨量２２１ｍｍ

基本的な解析条件は千葉県が実施したシミュ
レーションと同じ。

３．検証の解析条件
～解析の方法～

鳥取県鳥取県土整備事務所
「勝部川洪水浸水想定区域図 概要説明資料」を編集
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